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その点日本はどうであったのか。「68 年パリの 5 月」から 40 周年を記念して、日本人が
自らの学生運動とそれ以降を、ヨーロッパと対比して振り返ることも必要ではなかろうか。
この背景の中で本稿は、西欧ではベストセラーとなりながら、原文の難解さのためか邦訳




















































ェリア戦争は、1968 年 5 月運動への学生支持グループの活動家多数にとって、政治分野での社


























4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
4という解釈によって、実存主
義が促進した過去の克服
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が犯したから恐ろしい
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ということではなくて、むしろどこにでも誰にでもあり得るから怖い
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ので
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という前提から出発した。
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・自律に向けた教育
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・迎合しな
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である。
この暴露は反構造の必要性及び連合
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（アソシエーション
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）と制度を再建する必要性
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という新左翼の変換戦略の主要な要
素は、それがドイツ連邦共和国で過去の克服の特別な形を目指す「過去の処理
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」と結びついた
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を試みるということである5。
これにより現代社会の個人の行為と制度構造に対する反応と行為の枠組み変更
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を通して、まだ生
きている過去として認識された過去から、人々は解放されるからである。
Hans J. Pepping　大阪府立大学
おおつとしお　神戸国際大学
5… 訳者注：責任問題とはファシズムや戦争が誰の罪かという問題である。
